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10 ヶ月で月間 161 万ページビューのサイトを作りあげるために具体

的に何をやってきたのか、及び、集客における基本的思想とは？ 
 

 

 こんにちは、平賀裕です。 

 アクセスアップだけを目的としたブログを 5 つ開設しました。 

 

 中山先生をはじめとする様々な方々のサポートもあり、おかげ様で順調に運んでおります。 

 

 お声をいただきましたので、僭越ながら一筆したためさせていただきました。私が行ってきたこと、

私の考えなどを簡潔にまとめました。拙文ですが、お時間がおありでしたらお付き合いください。 

 

 最初に 5 つのブログを合計して、月間約 161 万ページビューを達成した際の集計結果をご覧く

ださい。 

 

 
ユーザー数 ページビュー数 訪問別ページビュー 平均滞在時間 直帰率 新規の割合

2012年 1月 2169 6497 3.00
2月 4331 13894 3.21
3月 12798 38504 3.01
4月 23751 79139 3.33
5月 44803 151882 3.39
6月 94006 342088 3.64
7月 123783 442249 3.57
8月 148504 518586 3.49
9月 225891 779970 3.45
10月 433954 1607202 3.70
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気になるブログのテーマ・分野ですが、諸事情があります関係にて、個別にお会いした際にもしく

は中山先生等を通じて、会場等でお聞きになってみてください。 

 

ちなみに、上記は、5 つのブログの合計結果ですが、1 つ１つのブログの内訳は次の通りです。 
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ユニーク数 ヒット数

2012年 10月 57344 238733
11月
12月

2013年 1月  
 

 

 

念のためですが、このような数字がねつ造したものではないことを証明するためにも、Gogle アナリ

ティクスの画面の一部を、次のページの通り、キャプチャーいたします。 

 

 

 

 

 

ユーザー数 ページビュー数 訪問別ページビュー 平均滞在時間 直帰率 新規の割合
2012年 1月 1988 5552 2.34 2:18 74.37% 83.83%

2月 4109 12502 2.46 2:09 71.44% 78.42%
3月 10047 28643 2.29 1:56 74.88% 77.45%
4月 14680 48415 2.55 2:10 73.06% 73.05%
5月 20285 67648 2.54 2:12 72.68% 70.98%
6月 28806 100863 2.7 2:09 72.60% 71.68%
7月 36733 137374 2.8 2:10 72.60% 68.25%
8月 48500 183199 2.84 2:08 72.95% 68.19%
9月 69052 243950 2.71 2:03 74.92% 69.74%
10月 107414 383226 2.73 1:52 75.57% 69.56%
11月
12月
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ユーザー数 ページビュー数 訪問別ページビュー 平均滞在時間 直帰率 新規の割合
2012年 1月 60 326 4.79 8:07 44.12% 88.24%

2月 63 365 4.56 6:46 40% 78.75%
3月 757 3054 3.35 2:08 63.75% 82.58%
4月 2514 10086 3.46 2:04 67.76% 85.10%
5月 9699 35964 3.14 2:01 72.37% 83.09%
6月 21168 89935 3.57 2:04 71.77% 81.38%
7月 24601 103432 3.52 1:59 72.02% 79.15%
8月 36743 146835 3.31 1:55 72.83% 77.76%
9月 70891 294969 3.39 1:55 73.89% 76.44%
10月 123001 577071 3.7 2:11 73.10% 72.78%
11月
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ユーザー数 ページビュー数 訪問別ページビュー 平均滞在時間 直帰率 新規の割合
2012年 1月 67 262 3.32 6:01 48.10% 84.81%

2月 63 371 5.08 8 39.73% 84.93%
3月 1172 4136 2.96 2:18 68.88% 83.62%
4月 3072 9260 2.58 1:47 71.05% 83.83%
5月 9412 28878 2.62 1:44 72.99% 83.53%
6月 23992 74099 2:56 1:47 73.81% 79.91%
7月 31095 91668 2.43 1:39 74.62% 76.95%
8月 33458 97635 2.44 1:42 76.60% 76.87%
9月 48799 134169 2.26 1:31 78.76% 75.30%
10月 86762 234987 2.16 1:29 78.56% 72.13%
11月
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ユーザー数 ページビュー数 訪問別ページビュー 平均滞在時間 直帰率 新規の割合
2012年 1月 54 357 5.67 10:18 42.86% 85.71%

2月 96 656 5.33 7:08 40.65% 74.80%
3月 822 2671 2.77 2:04 66.87% 84.84%
4月 3485 11378 2.74 1:47 72.91% 82.63%
5月 5407 19392 2.8 1:39 70.07% 75.47%
6月 20040 77191 3.12 1:51 70.47% 79.31%
7月 31354 109775 2.84 1:44 73.82% 76.11%
8月 29803 90917 2.53 1:35 75.45% 75.50%
9月 37149 106882 2.42 1:31 76.47% 78.23%
10月 59433 173185 2:39 1:35 75.46% 75.72%
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 それでは、以下、このようなページビュー数を得るために何をしてきたのかについて、書かせて

頂きます。 

 

 

 まず最初に、巷に溢れる SEO 情報を遮断しました。 

 

 検索エンジン相手の頭脳戦は専門家の方々にお任せいたします。私のような凡人には無理で

す。世界レベルの天才集団であるグーグルに主導権を握られている戦場で戦い続ける自信はあり

ません。 

 

 裏技は止めどなく生まれて来ますし、真新しい情報も後をたちません。個人的な意見ですが、新

しいテクニックの多くはやがて効果がなくなっていく気がするのです。私が欲しいのは、長期的に、

できれば 10 年後にも効果を発揮し続けるアクセスアップ対策です。 

 

 今回の私のブログ運営においては、SEO 対策のテクニックの 90％以上をあえて行わないことに

しました。わずかな SEO 対策として、ごくごく基本的なタグを見直しました。H タグや description な

どです。一度設定するだけで全て済みました。この他に SEO 対策として行っていることは、記事の

更新の際にキーワードを意識して盛り込んでいることくらいです。 

 

 アクセスアップ対策から SEO を極力除外しました。 
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 いったんブログ運営を始めたからには、年単位で継続することにしました。少なくとも 3 年間は毎

日作業をすると決心しました。週に 6 日の作業を今も継続中です。 

 

 

 更新頻度は、1 ブログにつき 1 日 4 記事です。月に 100 記事増える計算になります。 

 

 サイトはユーザーのためのものです。生身の人間が見てこそのものです。ユーザーが価値を常

に見出し続けるようにしなければなりません。再び戻ってきてくれるサイトを育てなければなりませ

ん。 

 

 オリジナルのコンテンツを増やし続けることは絶対的な必須項目だと考えました。 

 

 各ブログの総記事数はそれぞれ 1000 ページを超えました。まだまだ増やし続けます。 

 

 

 

 アクセスアップ対策として主に行ったことは、相互リンク作業です。 

 

 相互リンクはインターネットの根本的な概念の一部です。ネットが存在する限りなくなることはあり

ません。 

 

 相互リンク相手をアクセス源とします。アクセス源を意図的かつ長期的に増やせる数少ない方法

のひとつが相互リンク作業だと思うのです。 

 

 まず最初にこちらから一方的なリンクを貼ります。わずかでもアクセスを一方的に送ります。期間

の目安として一週間ほど経過したら、相互リンク申し込みのコンタクトをとります。メールフォームが

あるならメールで、ない場合はブログのコメント欄などからです。2 週間経ってもこちらにリンクを貼

ってくれないサイトはすぐにリンクを外し、また別のサイトを探します。 

 

 申し込みの文章にも改良に改良を加えました。今後も改善してゆきます。 

 

 数十ではなく数百単位で相互リンクを増やそうと考えました。数十くらいならばそんじょそこらのブ

ログならどこもやっているからです。当たり前のことをしても当たり前以上にはならないと自分に言

い聞かせました。 

 

 最初はスタートダッシュとして 1 日に 15 サイトを申し込みました。数ヶ月経ってから 1 日 3 サイト

に減らし、現在も継続中です。 

 

 現時点で、申込み件数は全てのブログで 500 を軽く超えます。ちなみに、承認率は 10～25％で

す。あるブログの相互リンク数は 300 近くになります。 

 

 私にとってはまだまだ序の口です。 
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 前述の Google Analytics のキャプチャ画像をご覧になって頂ければおわかりのように、最初の数

カ月はほとんど効果はありませんでした。それでも、継続すれば必ず結果が出ると信じ、行動し続

けました。 

 

 4 サイトの 1 日の合計作業時間は、明言は避けますが、1 時間なんてものではありません。「この

時間を別のことに使えたら……」と何度考えたことか知れません。もっと眠りたかったし、もっと楽し

いことをしたかったです。が、とにかく決めたことです。続けることだけを考えました。 

 

 

 

 開始してから約半年の 6 月上旬のことです。飛躍的にアクセスが上昇しました。この現象は 4 つ

のうち 3 つのブログで共通していました。急上昇した後は急降下しましたが、その 2 ヶ月後には 1

つのブログを除き、急上昇時のアクセスが日常のアクセスになりました。 

 

 さらにその 3 ヶ月後の 9 月上旬のことです。再びアクセスが急上昇しました。同じく急降下はしま

したが、今回は右肩上がりに上昇し続けています。 

 

 単純ですが、次のブレイクスルーは 2012 年の 12 月に来るのではないかと予測しております。 

 

 

 

 相互リンク先からのアクセスが増えたことがひとつの要因です。設置しているツールの関係もあり、

こちらにある程度のアクセスがあり、送れるアクセスも増えれば、もらえるアクセスも増えるという好

循環が生まれはじめたのだと思います。 

 

 もうひとつの要因としては、検索エンジンからのアクセスが激増したことです。日々の記事更新に

加え、リンク相手が増え続けていることが評価につながったと考えています。 

 

 なぜなら、実はもうひとつ別のブログを同時期に開設して毎日更新を続けておりまして、そこのア

クセスは未だに 1 日 100 ユニーク以下だからです。その 5 つ目のブログでは相互リンク作業を全く

行なっておりません。 

 

 ほぼ同じことをしているにも関わらず、相互リンクを増やし続けたブログのアクセスだけが爆発的

に伸びているのです。 

 

 

 

 記事更新によるページ数の増加および内部リンクの充実。相互リンク対策による外部からの被リ

ンクの意図的な増加。シンプル極まる戦術です。 

 

 誰にでもできることを誰もやらないくらいやったからこそ、とりあえずここまでの結果が得られたの

だと思います。 
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 常に評価され続けるサイトには、頻繁に更新し、新しいオリジナルのコンテンツが増え続けている

という法則があるのではないでしょうか。 

 

 また、ネットとは別に、普遍的な法則として思うことなのですが、常に成長と前進を続けるからこそ

常に評価され続けうると思うのです。 

 

 よくある「ほったらかしで稼ぐ」というフレーズは全く無意味だと感じます。ほったらかしているよう

に見えるとしても、それはうまい切り口でそう見せかけているだけで、裏ではそれ相応の努力の積

み重ねがあるのだと思います。 

 

 「SEO を除外した」と書きましたが、「検索エンジン」は意識しています。検索エンジンの目的のひ

とつは「ユーザーにとって有益なサイトを上位表示させる」ことであり、上記の法則を無視するなん

ぞありえない、と私は信じています。 

 

 長期的な視野に立てば、来る日も来る日も果てしなく続く積み重ねの作業こそがアクセスアップ

のための最大の武器である、というのが私なりの理論です。 

 

 

 

 近い将来に達成する目標として、ブログ1個の 1日のユニークアクセス数 10万を目指します。PV

でもなく、月間アクセスでもなく、4 ブログの合計でもありません。1 日につき最低でも 10 万人に訪

問していただけるブログを 4 つ育てあげます。 

 

 

 

 私が主に行なってきたことを自分自身で再確認するため、ちょっと長くなりましたが書かせていた

だきました。駄文ながら、ご拝読ありがとうございました。 

 

 中山先生、その他のサポートしてくださった方々に、改めて感謝させていただきます。ありがとう

ございます。今後ともよろしくお願いいただければと存じます。 

 

以上 
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